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准教授候補者の推薦について（依頼） 

 

拝啓 

 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

 さて、本選考委員会は下記のとおり生命機能科学部門 食料化学工学講座 食糧化

学分野准教授候補者を公募することになりました。つきましては、適任者をご推薦

くださいますようお願い申し上げます。 

敬具 

 

記 

 

１．職・人数 

 准教授・１名 

 

２．所属・専門分野 

 今回採用する准教授は、大学院農学研究院 生命機能科学部門 食料化学工学講座

に所属し、大学院生物資源環境科学府 生命機能科学専攻 食料化学工学教育コース

および農学部生物資源環境学科 応用生物科学コース食糧化学工学分野担当教員と

なります。 

 食料化学工学講座は生命機能科学部門において、食品機能の分子・細胞・個体レ

ベルでの解析、機能因子の動的解析と反応制御、生産・品質・機能に関わる評価計

測系の開発、新規加工技術の開発と品質因子の制御、食品および材料の安全性、健

全性、完全性の保持と改善など食品に関する研究を推進しています。また、担当す

る大学院および学部教育コースにおいては、これらの研究に関連する基礎および応

用研究開発に携わる人材を組織的に養成するための教育を進めています。 

 食糧化学分野では、当該講座の研究分野と連携しつつ、食品の生体調節機能の解

明とその応用に関する教育と研究を行っています。 

 

 今回採用する准教授としては、本分野の専門性を踏まえ、下記の領域において優

れた業績を有し、講座の教育研究の将来像を踏まえ、食科学、実験動物学、分子・

細胞生物学に基づく先進的な手法を駆使することにより、以下の教育研究を重点的

に推進することのできる方を求めています。 

１）食品因子の生体調節機能の解明とその応用に関する教育研究 

２）特に食品因子の生体調節機能発現機序の解明に関する教育研究 



 

３．採用予定時期 

平成３０年４月１日 

 

４．応募資格 

博士の学位を有するとともに、上記の領域において優れた業績と該博な識見を有

し、学部および大学院担当教員として学生の教育や研究指導に熱意をもって取り組

む方 

 

５．担当授業科目 

（１）大学院 

・修士課程 

（生命機能科学専攻食料化学工学教育コース） 

食品機能学特論(分担) 、食品機能評価システム特論(分担) 、食料化学工学プロ

ジェクト演習（分担）、食料化学工学特別研究第一（分担）、同第二（分担）等 

（国際開発研究特別コース） 

修士論文研究Ⅰ、同Ⅱ、特別演習Ⅰ、同Ⅱ、同Ⅲ、食料化学工学特論(分担) 、フ

ードサイエンス・フードシステム論(分担)等 

・博士後期課程  

（生命機能科学専攻食料化学工学教育コース） 

食料化学工学特別実験、ティーチング演習、国際演示技法、プロジェクト演習、食

料化学工学特別講究、食料化学工学特別演習等 

（２）学部 

（応用生物科学コース食糧化学工学分野） 

食糧化学(分担) 、食糧製造化学(分担) 、微生物学基礎実験(分担) 、食糧化学実

験(分担) 、科学英語(分担) 、卒業研究等 

（国際コース） 

必要に応じて行う。 

（基幹教育） 

担当可能な科目を必要に応じて行う。 

 

注：新任の准教授には必ず英語での講義を担当していただきます。 

 

６．提出書類 

（１）略歴書 

（２）業績目録 

・原著論文：著者名、題名、掲載雑誌名、巻、号、頁、発行年 

（ⅰ）査読付雑誌（掲載雑誌の IF を記載のこと）、（ⅱ）査読なし雑誌、（ⅲ）国際

学会プロシーディングス、（ⅳ）その他、で区分すること 

・総説・解説等：著者名、題名、掲載雑誌名、巻、号、頁、発行年 

・著書：著者名、題名、発行所、発行年 

・特許出願：出願特許名、発明者名、出願番号（登録されている場合は登録番号）、

出願人 

・その他：特記すべき事項（国内および国際学会活動実績、招待講演、受賞歴等） 

注：原著および総説論文には、応募者にアンダーライン、論文責任者に＊を附



すこと 

（３）主要論文の別刷り又はその写し（５編以内） 

（４）これまでの研究の概要と今後の研究に対する抱負（１,０００字程度） 

（５）これまでの教育の実績と今後の教育に対する抱負（１,０００字程度） 

（６）競争的外部資金導入実績（最近１０年間、科研費を含む全ての外部資金および

所属機関内の競争的資金、名称、期間、金額、代表・分担の別を記す） 

（７）推薦書 

自薦の場合：自薦書および応募者の教育・研究等について問合わせのできる方

２名の氏名および連絡先 

他薦の場合：推薦書（１通） 

 

７．面接等 

審査の過程で面接を行う場合があります。その際の旅費・滞在費は応募者の自己負

担と致します。 

 

８．提出締切 

平成２９年１０月６日（金）必着 

 

９．提出書類の送付先 

〒８１２—８５８１ 福岡県福岡市東区箱崎６—１０—１ 

九州大学大学院農学研究院 生命機能科学部門生物機能分子化学講座  

食糧化学分野准教授候補者選考委員会委員長 

伊東 信（生物機能分子化学講座・教授） 

 

電話：０９２—６４２—２８９８ 

E-mail：makotoi@agr.kyushu-u.ac.jp  

書類は書留またはそれに準ずる方法で提出のこと 

 

１０．その他 

（１）九州大学では、男女共同参画社会基本法（平成１１年法律第７８号）の精神に

則り、教員の選考を行います。 

（２）九州大学では「障害者基本法（昭和４５年法律第８４号）」、「障害者の雇用

の促進に関する法律（昭和３５年法律第１２３号）」及び「障害を理由とする

差別の解消の推進に関する法律」平成２５年第６５号）」の趣旨に則り、教員

の選考を行います。 

（３）本研究院、学府、学部等の教育研究概要等は、ホームページ

（http://www.agr.kyushu-u.ac.jp）を参照してください。 

（４）送付された資料は返却いたしませんが、選考以外の目的には使用しません。 

（５）給与等についての問い合わせ先： 

九州大学農学部庶務係（電話：０９２—６４２—２８０２） 

 


